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市民アンケート調査の結果
介護老人保健施設「ゆめ風車」オープン
公的個人認証サービス開始
ふるさと探訪「郷校・徳修館」
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市
で
は
、平
成
15
・
16
年
度
で
、平
成
26

年
度
を
達
成
の
目
標
年
度
と
す
る「
周
南

市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。こ

の
総
合
計
画
は
、本
市
の
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
大
切
な
計
画
で

す
。
そ
こ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
考

え
を
参
考
に
し
な
が
ら
、市
民
が
主
役
の

計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
、
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［グラフ1］周南市の特性・特徴・魅力（上位5項目、複数回答）

市
民
が
主
役
の
計
画
を
作

る
た
め
に 市

で
は
、昨
年
８
月
中
旬
か
ら
９

月
中
旬
に
か
け
て
、ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、現
在
、策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
、市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
や
考
え
を
広
く
反
映
さ
せ
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、

そ
の
主
な
調
査
結
果
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
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市
内
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
周
南
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
も
、ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
識
を
調
査
し
、今
後
の
計
画
に

役
立
て
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、無
作
為
に
抽
出
し
た

18
歳
以
上
の
市
民
、約
６
５
０
０
人
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
、２
６
１
５
人（
回

収
率
約
40
％
）の
皆
さ
ん
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
質
問
項
目
は
、全
24
項
目
で
、そ

の
中
か
ら
、主
要
な
５
項
目
の
結
果
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

本
市
の
特
性
・
特
徴
・
魅
力
と
し
て
は
、

市
全
体
で
「
自
然
災
害
の
少
な
さ
」
が

19
・
０
％
、「
海
や
山
な
ど
の
自
然
の
豊
か

さ
」
が
13
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
別
で
見
て
多
い
意
見
は

●
徳
山

地
域
が
「
自
然
災
害
の
少
な
さ
」（
19
・

４
％
）、「
交
通
基
盤
の
充
実
」（
13
・
３
％
）

●
新
南
陽
地
域
が
「
自
然
災
害
の
少
な

さ
」（
18
・
７
％
）、「
海
や
山
な
ど
の
自
然

の
豊
か
さ
」（
14
・
４
％
）

●
熊
毛
地
域

が
「
自
然
災
害
の
少
な
さ
」（
18
・
５
％
）、

「
海
や
山
な
ど
の
自
然
の
豊
か
さ
」（
18
・

４
％
）

●
鹿
野
地
域
が
「
海
や
山
な
ど

の
自
然
の
豊
か
さ
」（
21
・
１
％
）、「
自
然

災
害
の
少
な
さ
」（
16
・
２
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
で

「
住
み
良
い
」
が
29
・
９
％
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
住
み
良
い
」
が
54
・
１
％
と
な
っ
て

い
て
、合
計
す
る
と
84
・
０
％
の
人
が
住
み

や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

を
地
域
別
で
見
る
と

●
徳
山
地
域
が

84
・
８
％

●
新
南
陽
地
域
が
86
・
５
％

●
熊
毛
地
域
が
76
・
２
％

●
鹿
野
地

域
が
81
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
本
市
に
住
み
続
け
た
い
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、市
全
体
で
「
住
み
続

け
た
い
」
が
47
・
６
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
続
け
た
い
」
が
34
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
域
別
に
、住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
の
割
合
を
見
る
と

●
徳
山
地
域

が
「
住
み
続
け
た
い
」（
47
・
９
％
）、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」（
35
・

３
％
）

●
新
南
陽
地
域
が
「
住
み
続
け

た
い
」（
47
・
８
％
）、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
続
け
た
い
」（
35
・
６
％
）

●
熊
毛

地
域
が
「
住
み
続
け
た
い
」（
45
・
５
％
）、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
続
け
た
い
」

（
33
・
２
％
）

●
鹿
野
地
域
が
「
住
み
続

け
た
い
」（
60
・
５
％
）、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
続
け
た
い
」（
26
・
３
％
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

鹿
野
地
域
で
は
、「
住
み
続
け
た
い
」
と

い
う
意
識
が
、他
の
３
地
域
に
比
較
し
て

著
し
く
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
を
引

き
ま
す
。
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［グラフ2］住みやすさ

［グラフ3］これからも周南市に住み続けたいかどうか

周
南
市
の
特
性
・
特
徴
・
魅

力
は

こ
れ
か
ら
も
周
南
市
に
住
み

続
け
た
い
で
す
か

住
み
や
す
さ
は
ど
う
で
す
か

グ
ラ
フ

1

グ
ラ
フ

2

グ
ラ
フ

3
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本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
、「
安
心
・
安
全
」「
活
気
・
に
ぎ
わ
い
」

「
活
力
・
元
気
」「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
」「
思
い

や
り
・
や
さ
し
さ
」「
改
革
・
変
革
」「
快

適
・
う
る
お
い
」「
交
流
・
ふ
れ
あ
い
」「
美
し

さ
・
景
観
」「
落
ち
着
き
・
静
け
さ
」「
参

画
・
協
働
」
の
11
項
目
か
ら
複
数
選
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、市
全
体
と
し
て
多
い
も
の
は

「
安
心
・
安
全
」
が
16
・
５
％
、次
に
「
活

気
・
に
ぎ
わ
い
」
が
15
・
６
％
、「
活
力
・
元

気
」
が
12
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
別
に
見
て
多
い
意
見
は

●
徳
山

地
域
が
「
活
気
・
に
ぎ
わ
い
」（
17
・
４
％
）、

「
安
心
・
安
全
」（
16
・
２
％
）、「
活
力
・
元

気
」（
12
・
７
％
）

●
新
南
陽
地
域
が

「
安
心
・
安
全
」（
17
・
５
％
）、「
活
気
・
に

ぎ
わ
い
」（
13
・
１
％
）、「
活
力
・
元
気
」

（
11
・
８
％
）

●
熊
毛
地
域
が
「
安
心
・

安
全
」（
18
・
４
％
）
、「
活
力
・
元
気
」

（
12
・
８
％
）、「
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」

（
12
・
２
％
）

●
鹿
野
地
域
が
「
安
心
・

安
全
」（
14
・
９
％
）、「
思
い
や
り
・
や
さ
し

さ
」（
12
・
７
％
）、「
活
力
・
元
気
」
及
び

「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
」（
と
も
に
12
・
３
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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［グラフ4］今後のまちづくりのイメージ（上位5項目、複数回答）

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ

ー
ジ
は

グ
ラ
フ

4
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今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
業
、施
策
に
つ
い
て
は
、

53
項
目
を
選
択
肢
と
し
ま
し
た
。

市
全
体
で
多
い
の
は
「
都
心
の
拠
点
性

の
向
上（
港
を
含
め
た
徳
山
駅
周
辺
の
中

心
市
街
地
の
活
性
化
）」で
６
・
４
％
、次
に

「
若
者
の
定
住
対
策
」で
４
・
６
％
、「
企
業

誘
致（
雇
用
の
場
の
創
出
・
就
業
の
場
の
確

保
）」で
３
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
別
に
見
て
多
い
意
見
は

●
徳
山

地
域
が
「
都
心
の
拠
点
性
の
向
上
」（
７
・

３
％
）「
若
者
の
定
住
対
策
」（
４
・
６
％
）

「
企
業
誘
致
」（
４
・
１
％
）

●
新
南
陽
地
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都心の拠点性の 
向上 

若者の定住対策 

企業誘致 

バスなどの公共 
交通機関の充実 

地域特性を生かし 
た拠点施設整備 

［グラフ5］今後のまちづくりにおいて重点的に取り
組むべき事業、施策（上位5項目、複数回答）

今
後
、重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
事
業
、施
策
は

グ
ラ
フ

5

市では、昨年11月17日から12月22日にかけて、市

内7会場で開催したワークショップ形式の懇談会でい

ただいた意見などを、開催した会場ごとに公開期間

を設けて展示します。ご覧ください。

■場所 市民交流センター3階（徳山駅ビル内）

※第1・3火曜日は休館日です。

懇談会の対象地区は、原則的に、各中学校区を

対象に開催しました。7会場で、262人の皆さんに出

席していただき、多数のご意見、ご提言をいただきま

した。

公開期間 公開の内容（対象地区）
3/22(月)～ 熊毛総合支所で実施分（熊毛、中須、須々万）

26(金) 鹿野公民館で実施分（鹿野、須金、翔北）

3/27(土)～ 新南陽ふれあいセンターで実施分（和田、桜田、福川）

31(水) 総合スポーツセンターで実施分（周陽、秋月）

4/1(木)～ 新南陽総合支所で実施分（富田、菊川）

5(月) 周南地域地場産業振興センターで実施分（太華、鼓南、大津島）

4/7(水)～11(日)徳山保健センターで実施分（岐陽、住吉）

まちづくり懇談会の
詳しい意見をご覧ください

■懇談会内容の公開日程

域
が
「
都
心
の
拠
点
性
の
向
上
」（
５
・

３
％
）「
若
者
の
定
住
対
策
」（
４
・
８
％
）

「
企
業
誘
致
」（
３
・
８
％
）

●
熊
毛
地
域

が「
若
者
の
定
住
対
策
」（
４
・
７
％
）「
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
充
実
」（
４
・

６
％
）「
上
下
水
道
の
整
備
」（
４
・
０
％
）

●
鹿
野
地
域
が
「
若
者
の
定
住
対
策
」

（
５
・
３
％
）「
地
域
特
性
を
生
か
し
た
拠

点
施
設
整
備（
地
域
コ
ア
プ
ラ
ザ
の
建
設
）」

（
４
・
６
％
）「
企
業
誘
致
」（
４
・
２
％
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

徳
山
・
新
南
陽
地
域
で
は
「
都
心
の
拠

点
性
の
向
上
」
が
、熊
毛
・
鹿
野
地
域
で
は

「
若
者
の
定
住
対
策
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
番

多
く
、ま
た
熊
毛
地
域
に
お
い
て
は
、グ
ラ

フ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
上
下
水
道
の
整

備
」
が
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、市
民

提
言
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
い
た
だ
い

た
意
見
な
ど
と
と
も
に
、市
民
白
書
と
し

て
取
り
ま
と
め
、後
日
、公
表
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。今回の市民アンケートや、

まちづくり懇談会について詳

しくは、企画調整課10834

―22―8478へお問い合わ

せください。



6

■
ど
ん
な
施
設
？

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る

施
設
で
、主
に
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
、日
常
生

活
上
の
お
世
話
を
し
、家
庭
復
帰
と
自
立

を
支
援
す
る
施
設
で
す
。

■
ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
を
持
ち
、

病
状
が
安
定
し
て
い
る
人
が
利
用
で
き

ま
す
。
介
護
認
定
の
程
度
に
よ
り
、施
設

サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。

要
支
援
と
認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、施

設
サ
ー
ビ
ス（
入
所
）は
で
き
ま
せ
ん
が
、居

宅
サ
ー
ビ
ス（
短
期
入
所
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

は
限
度
額
内
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
？

医
療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
な

が
ら
、家
庭
復
帰
と
自
立
を
目
指
し
、お

世
話
を
し
ま
す
。

家
庭
で
生
活
し
て
る
人
に
、リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、食
事
、入
浴

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

お
世
話
さ
れ
て
い
る
家
族
の
人
が
、冠

婚
葬
祭
や
旅
行
、介
護
疲
れ
な
ど
で
介
護

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、限
度
日
数

内
で
、利
用
で
き
ま
す
。

■
定
員

入
所
サ
ー
ビ
ス
　
60
人

通
所
リ
ハ
ビ
リ
　
20
人

■
３
月
15
日
か
ら
受
付
開
始

○
３
月
15
日（
月
）〜
31
日（
水
）﹇
土
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
、13
時
〜
17
時
15

分
﹈は
新
南
陽
市
民
病
院
で
受
け
付

け
ま
す
。た
だ
し
、３
月
中
の
申
込
み
は

仮
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

○
４
月
１
日（
木
）以
降
は
介
護
老
人
保
健

施
設
「
ゆ
め
風
車
」で
受
け
付
け
ま
す
。

※
新
南
陽
市
民
病
院
、本
庁
、各
総
合
支

所
の
介
護
保
険
担
当
窓
口
に
備
え
付

け
の
申
込
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
協
力
病
院
な
ど

新
南
陽
市
民
病
院

医
療
法
人
和
栄
会
原
田
医
院

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ゆ
め
風
車

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

病
院
管
理
課（
新
南
陽
市
民
病
院
内
）

1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
９
２

入
所
サ
ー
ビ
ス

家
庭
復
帰
を
目
指
し
ま
す

通
所
リ
ハ
ビ
リ

在
宅
介
護
を
支
援
し
ま
す

短
期
入
所

一
時
的
に
利
用
で
き
ま
す

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ゆ
め
風
車
」

4
月
　
日
オ
ー
プ
ン

１５

● ● 

● 

● 

新南陽駅 

徳山→ ←防府 

↑
国
道
２
号 

総合文化 
センター 

富田中学校 

山陽本線 

県道徳山新南陽線 

県道下松新南陽線県道下松新南陽線 県道下松新南陽線 

新南陽 
市民病院 

介護老人保健施設 
ゆめ風車 

昨
年
か
ら
新
南
陽
市
民
病
院
西
側
に
建
設
中
の
市
介
護

老
人
保
健
施
設
が
、３
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

開
設
準
備
を
整
え
、４
月
15
日（
木
）か
ら
入
所
及
び
通

所
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
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■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？

平
成
14
年
に
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
、今
後
、さ
ま
ざ

ま
な
行
政
手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の

際
、他
人
に
よ
る
な・
り・
す・
ま・
し・
申
請
や
、通

信
途
中
で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、電
子

証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
う

し
た
機
能
を
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は
申
請
が
必
用
で
す

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

●
本
人
申
請
の
場
合

1

本
人
確
認
書
類（
免
許
証
、顔
写
真

付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、パ
ス
ポ

ー
ト
、官
公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
免
許
や
資
格
証
な
ど
）

※
本
人
確
認
書
類
が
な
い
場
合
は
、保
険

証
や
市
が
申
請
者
に
対
し
て
文
書
で
照

会
し
た
回
答
書

2

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド（
現
在
は
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
の
み
）

3

暗
証
番
号（
英
字
と
数
字
の
組
み
合

わ
せ
で
４
字
以
上
16
字
以
内
）

●
代
理
人
申
請
の
場
合

1

代
理
人
の
本
人
確
認
書（
免
許
証
、

顔
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、外
国
人
登
録
証
明
書
、官

公
庁
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
免
許

や
資
格
証
な
ど
）

2

申
請
者
本
人
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド（
現
在

は
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
み
）

3

市
が
申
請
者
に
対
し
て
文
書
で
照

会
し
た
回
答
書
と
委
任
状

4

委
任
状
に
押
印
し
た
申
請
者
の
印

鑑
の
印
鑑
証
明
書

5

暗
証
番
号（
英
字
と
数
字
の
組
み
合

わ
せ
で
４
字
以
上
16
字
以
内
）

■
手
数
料

５
０
０
円

※
３
月
31
日（
水
）ま
で
は
無
料

■
問
合
せ

市
民
課
1
０
８
３
４
―
22

―
８
２
９
３

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
虚
偽

の
交
付
申
請
に
対
す
る
対
応

市
で
は
、な
り
す
ま
し
な
ど
に
よ

る
虚
偽
の
申
請
を
防
ぐ
た
め
、住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

開
始
時
か
ら
、次
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
い
ま
す
。

１

原
則
と
し
て
、代
理
人
申
請

は
受
け
付
け
な
い

２

申
請
の
時
と
交
付
の
時
の
２

回
、書
類
に
よ
る
本
人
確
認
を
実

施
３

「
照
会
書
兼
回
答
書
」
は
、配

達
記
録
に
よ
り
郵
送

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）を
利
用
し

た
、公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
１
月
29
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
順
次
、行
政
機
関
へ
の
申
請
手
続
な
ど
が
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
が
、３
月
末
ま
で
は
申
請
手

数
料
が
無
料
で
す
。

なりすまし 

電子署名 
電子証明書 

行政機関 

改ざん 

イン
ター
ネッ
ト 

暗号
化 

届出
 

申請者 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

個
人
情
報
を
守
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す

公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
で
使
う
住

民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
、高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備

え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、カ
ー
ド
に
記

録
さ
れ
た
情
報
の
の
ぞ
き
見
や
改

ざ
ん
、カ
ー
ド
の
偽
造
な
ど
を
防
止

す
る
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
イ
・
シ
ー 公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
開
始

3
月
末
ま
で
申
請
が
無
料
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子どもたちにも節分の行事が理解できるようにと、絵本の読
み聞かせが行われ、みんな興味深そうに聞いていました

節分の行事に
親子でふれあい

分
の
行
事
が
２
月
３
日
、市
内
の

各
保
育
園
、幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
鹿
野
幼
稚
園
で
は
お
父
さ
ん
が
鬼

に
ふ
ん
し
て
奮
闘
。
ま
た
鹿
野
保

育
園
で
は
園
児
に
交
じ
っ
て
、子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
す
く
す
く

ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
８
組
22
人
の

親
子
が
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
怖
が
ら

な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
鬼
の
的

を
め
が
け
て
の
豆
ま
き
な
ど
を
、

楽
し
み
ま
し
た
。

節

鹿野 2月6日に行われた空手ストレッチとフラダンスでは、首、肩、
腰の姿勢を意識しながら、真剣に取り組みました

老いは足から！
毎日の運動で元気はつらつ

二
の
人
生
を
健
康
に
、い
き
い
き
送

ろ
う
と「
市
民
は
つ
ら
つ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、２
月
に
全
７
回
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
を
目
的
と
し
た「
60
歳
か
ら

の
自じ

悠ゆ
う

人じ
ん

コ
ー
ス
」
に
は
約
30
人

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。ス

ト
レ
ッ
チ
や
散
策
な
ど
、気
軽
に

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
に
挑

戦
し
な
が
ら
、毎
日
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
、自
分
に
合
っ
た
運
動

を
探
し
ま
し
た
。

第

徳山 
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参加した大勢の皆さんを前にして緊張した面持ちで、自分
たちが行ってきた活動や研究成果を発表しました

子どもたちが
健全に育つまちづくりを

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く

元
気
に
育
つ
ま
ち
を
目
指
し
た

「
青
少
年
健
全
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、

２
月
７
日
、社
会
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
、高

校
生
に
よ
る
学
校
で
行
っ
て
い
る

活
動
や
研
究
成
果
の
発
表
、福
川

小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演

奏
が
あ
り
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江

川
紹
子
さ
ん
の
記
念
講
演
で
は
、

多
く
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

未

新南陽 参加者から出された周南市のまちづくりについての意見や
提言に対して、市長や特別参与などが答えました

私たちの周南市を
住みやすいまちにしたい

域
の
現
状
や
課
題
を
市
長
と
市
民

の
皆
さ
ん
が
直
接
語
り
合
う
「
市

長
と
語
ろ
う
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
、

２
月
６
日
、熊
毛
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
56
人
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、新
市
の
将
来
か
ら

身
近
な
内
容
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
提
言
が
活
発
に
出
さ
れ

ま
し
た
。タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

出
さ
れ
た
提
言
な
ど
は
、今
後
、

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

地

熊毛 
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徳と
く

修
し
ゅ
う

館か
ん

は
、文
化
６（
１
８
０
９
）年
三み
つ

丘お

領
主
宍し
し

戸ど

氏
の
第
８
代
就な
り

年と
し

が
家
臣

た
ち
の
教
育
振
興
の
た
め
に
安
田
に
創
立

し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、弘
化
３（
１
８

４
６
）年
第
10
代
元も
と

礼よ
し

が
家
老
末す
え

兼か
ね

佐さ

織お
り

に
命
じ
て
、萩
の
明め
い

倫り
ん

館か
ん

を
参
考
に
し
て

聖せ
い

廟
び
ょ
う

を
設
け
ま
し
た
。

聖
廟
に
は
、正
面
に
孔こ
う

子し

、左
右
に
顔が
ん

【
郷
校
（
ご
う
こ
う
）】

領
主
や
民
間
の
有
志
、町
村
共
同

体
に
よ
る
経
営
で
、城
下
町
以

外
に
住
む
藩
士
や
民
衆
な
ど
の
教
育

の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
学
校
的
組
織
。

萩
藩
が
打
ち
出
し
た
「
校
設
置
策
」
に

先
立
ち
、熊
毛
地
域
内
で
は
大お

お

河か
わ

内ち

の
敬け

い

学が
く

堂ど
う

と
安
田
の
徳
修
館
の
２
つ

の
郷
校
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

JR岩徳線 
周東町 

高水駅 

八代 ↑
 

↑ 

●周南市熊毛総合支所 

山陽
自動
車道
 

三丘温泉 三丘温泉 

●徳修館 
熊毛I.C.

光市 
東善寺 
やすらぎの里 
東善寺 
やすらぎの里 

木主
正面中央に孔子（写真右側）、向か
って右側横向きに顔回、子思、左側
横向きに曽子、孟子（写真左側）が
祭られています

●
参
考
文
献

熊
毛
町
史

回か
い

、曽そ
う

子し

、子し

思し

、孟も
う

子し

の
四
聖
人
の
木ぼ
く

主し
ゅ

（
位
牌
）が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
立
当
初
の
徳
修
館
は
、中
央
に
聖
廟
、

左
に
講
堂
、右
に
道
場
、後
部
に
生
徒
寄

宿
舎
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、そ
の
ほ
か
に
機

械
庫
や
ふ
ろ
場
、釜
場
な
ど
大
小
10
棟
程

度
が
あ
り
、総
敷
地
面
積
は
１
万
５
０
０

０
g
に
及
ん
だ
と
言
い
ま
す
が
、現
存
す

る
の
は
聖
廟
だ
け
で
す
。

徳
修
館
入
学
は
７
〜
８
歳
で
、卒
業
の

期
限
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
育

内
容
は
文
学
の
部
と
武
術
の
部
に
分
か
れ

て
い
て
、生
徒
数
は
、多
い
と
き
で
寄
宿
舎

生
が
48
人
、通
学
生
が
３
５
４
人
で
あ
っ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

徳
修
館
は
明
治
維
新
後
、明
治
３（
１

８
７
０
）年
に
閉
鎖
さ
れ
、そ
の
後
、徳
修

館
は
小
学
校
に
、聖
廟
は
役
場
や
登
記
所

に
な
り
、さ
ら
に
徳
修
実
科
高
等
女
学
校

を
経
て
県
立
熊
毛
北
高
等
学
校
と
な
り

ま
し
た
。

高
等
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物

は
校
舎
移
転
の
た
め
、昭
和
57
年
に
解
体

さ
れ
ま
し
た
が
、聖
廟
だ
け
は
県
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
残
さ
れ
ま
し
た
。

■

地
域
教
育
の
大
き
な
礎
郷
校
・
徳
修
館
■

徳修実科高等女学校創立10周年記念行事。大
正14（1925）年。中央が現在の聖廟

※

祭
さい

器
き

右から、ほ（粟または米の飯を盛る器）、
き（もちを盛る器）、へん（かやの実また
は柿を盛る器）、とう（せり、にら、もば、梅
干しを盛る器）
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新
南
陽
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
情
報
誌
『
げ
ん
キ
ッ
ズ
』の
編
集
に
、３

年
前
の
創
刊
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
古
木
緑

さ
ん
は
「
編
集
を
通
し
て
勉
強
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

古
木
さ
ん
は
、今
ま
で
に
小
学
校
で
P

T
A
広
報
誌
を
３
年
間
作
っ
て
き
た
経
験

を
生
か
し
て
、現
在
も
中
学
校
で
広
報
委

員
と
、市
の
男
女
共
同
参
画
情
報
誌
『
じ

ょ
い
ん
と
』の
編
集
委
員
を
し
て
い
ま
す
。

「
取
材
や
編
集
を
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
と

や
る
の
が
好
き
で
す
ね
」
と
話
す
古
木
さ

ん
は
、編
集
ソ
フ
ト
を
購
入
し
て
、独
学
で

勉
強
す
る
ほ
ど
熱
心
で
、今
で
は
、パ
ソ
コ
ン

で
の
編
集
は
も
ち
ろ
ん
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
も
自
分
で
作
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
ま
し
た
。

古
木
さ
ん
は
、「『
げ
ん
キ
ッ
ズ
』は
７
人

で
編
集
し
、読
み
手
が
主
に
子
ど
も
や
親

な
の
で
、子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い

表
現
を
使
っ
た
り
、興
味
の
あ
る
も
の
や
親

子
で
で
き
る
内
容
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
、昨
年
か
ら
携
わ
っ
て
い
る

『
じ
ょ
い
ん
と
』の
編
集
は
、内
容
は
難
し
い

け
ど
、い
つ
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
と
て

も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
取

材
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、見
た
り
聞

い
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

「
取
材
や
編
集
会
議
で
家
を
空
け
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、家
族
も
理
解
し
て
く

れ
て
い
る
の
か
、あ
き
ら
め
て
い
る
の
か
」
と

笑
顔
で
話
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

出
会
い
が
い
っ
ぱ
い

情
報
誌
作
り

子
ど
も
た
ち
に
自
然
体
験
活
動
を

通
し
て「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
、平
成
10
年
に
発
足
し
た
鹿
野

三
虫
ク
ラ
ブ
。そ
の
名
前
に
は「
多
く
の

友
を
集
め（
集
虫
）、夢
は
大
き
く（
夢

虫
）、熱
心
に
活
動
を
続
け
て（
熱
虫
）３

つ
の
虫
に
な
ろ
う
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
30
年
く
ら
い
前
か
ら
、子
ど
も
た

ち
が
地
域
や
自
然
か
ら
離
れ
て
い
く
気

が
し
て
い
て
、な
ん
と
か
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
代

表
の
福ふ

く

田だ

孝た
か

志し

さ
ん
。
そ
の
思
い
が
広

が
り
、発
足
時
は
10
人
だ
っ
た
会
員
も

今
で
は
30
人
を
超
え
ま
し
た
。

「
活
動
内
容
に
よ
っ
て
地
域
の
い
ろ

ん
な
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

川
遊
び
を
し
た
時
は
、参
加
者
と
協
力

者
を
合
わ
せ
て
１
８
０
人
も
集
ま
り
ま

し
た
。
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
機
会
が
増
え
、声
も
か
け
や
す

く
な
り
ま
し
た
」
と
、そ
の
活
動
に
は

地
域
の
幅
広
い
年
齢
層
も
手
伝
っ
て
、

交
流
の
輪
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
こ
の
辺
り
に
は

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ
り
、そ
こ
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

和やかな雰囲気で行われる「げんキッズ」
の編集作業

かのふるさとまつりでは、子ども
たちと一緒に手作りの大うす
でもちをつきました

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん

子ども情報誌「げんキッズ」編集委員

古木緑さん
ふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどりふる き みどり

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

自
然
の
中
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力

【
鹿
野
三
虫
ク
ラ
ブ
】

さ
ん
ち
ゅ
う
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情 報 ひ ろ ば  

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

３
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作

成
し
た
定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
※
期
間
中
は
在
外
選
挙
人

名
簿
も
縦
覧
▼
日
時
と
場
所
／
３
月
３

日（
水
）〜
７
日（
日
）８
時
30
分
〜
17
時
、

選
挙
管
理
委
員
会
▼
問
合
せ
／
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
1
22
―
８
５
２
１

老
人
入
浴
券
に
つ
い
て

家
に
お
風
呂
が
な
い
高
齢
者
に
、公
衆

浴
場
で
入
浴
で
き
る
入
浴
券
を
交
付
し
ま

す
。
地
区
担
当
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。▼
対
象
／
家
に
入
浴

施
設
が
な
い
市
内
に
住
む
70
歳
以
上
で
、

市
民
税
所
得
割
の
課
税
年
額
が
５
万
円

未
満
の
世
帯
の
人
▼
問
合
せ
／
高
齢
障

害
課
1
22
―
８
４
６
２
ま
た
は
各
総
合
支

所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
５

９
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
、鹿
野
1
68
―

２
３
３
２

農
耕
作
業
用
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
人
へ

農
耕
作
業
用
自
動
車
で
乗
用
装
置
を

付
け
て
い
る
も
の
は
、道
路
を
走
行
す
る
、

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
軽
自
動
車
税
の
対

象
に
な
り
、申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

お
知
ら
せ
 

ま
す
。
申
告
が
ま
だ
の
人
は
早
急
に
手
続

き
を
し
て
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。▼
対
象
／
ト
ラ
ク
タ
ー
、コ

ン
バ
イ
ン
、ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど（
田
植
機
を
除

く
）▼
手
続
き
に
必
要
な
物
／
印
鑑
、農

耕
作
業
用
自
動
車
の
種
別
・
車
名
・
型
式

な
ど
が
確
認
で
き
る
も
の
▼
税
額
／
１
６

０
０
円
▼
賦
課
期
日
／
４
月
１
日
▼
申

告
場
所
／
本
庁
税
務
課
1
22
―
８
２
７

１
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓
口
。
新
南

陽
1
61
―
３
０
３
２
、熊
毛
1
92
―
０
０

０
９
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

市
有
地
を
売
り
ま
す

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を
売

り
ま
す
。
事
前
に
、本
庁
総
務
課
で
配
布

し
て
い
る「
競
争
入
札
参
加
要
領
」を
よ
く

読
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。▼

資
格
／
成
年
被
後
見
人
、被
保
佐
人
、破

産
者
で
な
い
人
▼
入
札
日
と
場
所
／
３
月

22
日（
月
）、本
庁
総
務
課
管
財
係
で
受
付

▼
対
象
地
／
櫛
ヶ
浜
西
脇
の
原a

２
５

２
・
０
８
g
、楠
木
２
丁
目a
２
０
６
・
６

g
、遠
石
３
丁
目a

８
０
９
・
３
５
g
、福

田
寺
原a

２
２
５
・
７
７
g
、湯
野
岡
ノ
谷

a

２
７
７
・
０
０
g
、岐
南
町a

２
２
７
・
７

７
g
、栗
屋
二
葉
屋
開
作a

７
９
１
・
８
３

g
、栗
屋
二
葉
屋
開
作
７
９
１
・
５
３
g
▼

問
合
せ
／
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、本
庁
総

務
課
1
22
―
８
２
８
１

架
空
請
求
に
要
注
意
！

債
権
回
収
業
者
を
名
乗
る
者
か
ら
の
架

空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
郵
便
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
手
段
で

「
債
権
回
収
を
依
頼
・
委
託
さ
れ
た
の
で
至

急
連
絡
す
る
よ
う
に
、連
絡
が
な
い
場
合

は
回
収
員
が
訪
問
す
る
、法
的
手
段
を
と

る
」な
ど
と
書
い
て
あ
り
、連
絡
を
さ
せ
、強

引
な
口
調
で
請
求
す
る
も
の
で
す
。
心
当

た
り
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
脅
迫
め
い
た
取
り
立
て
を
受

け
た
場
合
は
、最
寄
り
の
警
察
署
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
生
活
安
全

課
1
22
―
８
３
２
０

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
期
間
／
３
月
１
日（
月
）〜
４
月
30
日

（
金
）▼
受
付
場
所
／
本
庁
玄
関
・
林
政

課
、各
総
合
支
所
、各
支
所
▼
目
的
／
学

校
・
地
域
の
緑
化
推
進
、国
際
協
力
、緑
の

少
年
隊
の
育
成
、緑
化
事
業
な
ど
▼
問
合

せ
／
林
政
課
1
22
―
８
２
１
８

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
。
ま
た
、日
差
し
が
強

く
な
り
炎
が
見
え
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。３
月
１
日（
月
）か
ら

15
日（
月
）ま
で
は
、

新
南
陽
郵
便
局

で
、幼
少
年
の
皆
さ

ん
が
防
火
の
願
い

を
こ
め
て
か
い
た
、

習
字
と
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
を
し
ま
す
。▼

問
合
せ
／
消
防
本

部
予
防
課
1
22
―
８
７
７
３

紙
芝
居
な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
に
徳
山
中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、絵
本
、紙
芝
居
な

ど
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
内
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。▼
問
合
せ
／
子
育
て

交
流
セ
ン
タ
ーa

1
32
―
８
１
８
１

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
員

▼
資
格
／
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
も
つ

人
。
q
短
期
大
学
・
大
学
の
体
育
専
門
課

程
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
w

文
部
科
学
省
認
定
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

e
厚
生
労
働
省
認
定
健
康
運
動
指
導

士
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
r
7
日
本
体

育
施
設
協
会
認
定
体
力
相
談
士
▼
募
集

人
員
／
１
人
▼
勤
務
日
数
／
週
４
日
程

度
▼
勤
務
先
／
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
▼
報
酬
／
月
17
万
６
４
０
０
円
※
社

会
保
険
あ
り
▼
受
付
期
間
／
３
月
１
日

募
集
 

募 
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（
月
）〜
15
日（
月
）▼
問
合
せ
／
新
南
陽

体
育
館
内
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
62
―
２
６

７
８

予
備
自
衛
官
補

▼
資
格
／
▽
一
般
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▽
技
能
18
歳
以
上
55
歳
未
満
で
国
家
免

許
資
格
を
も
つ
人
▼
試
験
日
／
４
月
17

日（
土
）〜
19
日（
月
）▼
締
切
／
４
月
９

日（
金
）▼
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
口
地
方

連
絡
部
周
南
募
集
事
務
所a

1
31
―
７

０
９
７

ゆ
め
風
車
通
り

ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
参
加
者

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
27
日（
土
）10
時

〜
14
時
、ゆ
め
風
車
通
りb

（
土
井
橋
〜

政
所
郵
便
局
前
）
※
雨
天
の
場
合
28
日

（
日
）▼
定
員
／
１
０
０
人（
申
込
順
）▼
参

加
費
／
５
０
０
円（
軽
食
・
保
険
代
な
ど
）

▼
申
込
み
／
３
月
20
日（
祝
）ま
で
に
、電

話
・
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、ま
ん
ど
こ
ろ
来

て
み
ん
祭
実
行
委
員
会

吉よ
し

鶴つ
る

さ
んb

1

63
―
２
０
１
９
、5
63
―
４
７
７
５
▼
問

合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
都
市
整
備
課

1
61
―
３
０
６
９

県
健
康
福
祉
祭
の
参
加
者

各
種
競
技
の
部
▼
対
象
／
昭
和
20
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
５
月
19
日（
水
）10
時
〜
16
時
、維
新

百
年
記
念
公
園
（
山
口
市
）ほ
か
▼
種

目
／
卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、弓
道
、剣
道
、囲
碁
、将
棋
▼
締

切
／
３
月
22
日（
月
）

美
術
作
品
展
▼
対
象
／
昭
和
20
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
▼

日
時
と
場
所
／
６
月
25
日（
金
）〜
７
月

１
日（
木
）、サ
ン
パ
ー
ク
あ
じ
す（
阿
知
須

町
）▼
規
格
／
自
作
で
未
発
表
の
日
本
画
、

洋
画
、彫
刻
、工
芸
、書
、写
真
▼
締
切
／

４
月
９
日（
金
）

申
込
み

高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６

２
・
5
22
―
８
４
６
４
ま
た
は
各
総
合
支

所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
61
―
３
０
５

８
・
5
64
―
３
０
５
０
、熊
毛
1
92
―
０
０

１
２
・
5
92
―
０
１
８
９
、鹿
野
1
68
―
２

３
３
２
・
5
68
―
２
４
１
２

商
品
量
目
監
視
員

▼
対
象
と
定
員
／

市
内
在
住
の
人
、

４
人
▼
期
間
／
５

月
１
日
〜
来
年
２
月
28
日
▼

内
容
／
自
家
消
費
の
た
め
に

購
入
し
た
食
料
品
の
う
ち
、内
容
量
が
不

足
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
２
か
月
に
１
回

報
告
▼
報
酬
／
月
２
２
０
０
円
▼
申
込

み
／
３
月
12
日（
金
）ま
で
に
、は
が
き
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、家
族
構
成
を

書
い
て
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１

―
１
生
活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０

行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
11
日（
木
）10
時

〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
内
容
／
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

相
談
 

て
の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
▼
問
合

せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
課
1

61
―
３
０
９
８

新
南
陽
地
域

３
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
の
人
▼
日
時
と

場
所
／
▽
３
月
10
日（
水
）10
時
〜
15
時
、

嶽
山
荘b

▽
３
月
16
日（
火
）９
時
〜
12

時
、和
田
公
民
館b

▼
問
合
せ
／
人
権
推

進
課
1
22
―
８
４
５
６

鹿
野
地
域
心
配
ご
と
相
談

▼
対
象
／
鹿
野
地
域
の
人
▼
日
時
と
場

所
／
３
月
９
日（
火
）・
19
日（
金
）10
時
〜

15
時
、鹿
野
公
民
館
※
９
日
は
行
政
相
談

も
合
わ
せ
て
実
施
▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

救
命
講
習
会

あ
な
た
は
家
族
、
友
人
が
救
え
ま
す

か
？
▼
対
象
と
定
員
／
高
校
生
以
上
の

人
、30
人
程
度
▼
日
時
と
場
所
／
３
月
13

日（
土
）
13
時
〜
16
時
、消
防
本
部a

▼

内
容
／
人
工
呼
吸
法
、心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
応
急
手
当
法
▼

受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
３
月
10
日

（
水
）ま
で
に
各
消
防
署
▼
問
合
せ
／
消

防
本
部
警
防
課
1
22
―
８
７
６
２

講
座
・
講
演
 

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域

募集 東善寺やすらぎの里
体験工房室の生徒

４月からの体験工房室の生徒を募集し

ます。初心者も大歓迎です。

■定員 いずれも若干名

■申込み ３月15

日（月）までに、東善

寺やすらぎの里Cに

備え付けの申込用紙

で、東善寺やすらぎの

里192―0058

教室名 開催日 受講料

陶芸 第２金曜日 年6,000円

木工 第１・３日曜日 半年1,300円

フラワー 第１土曜日 材料代実費

第３火曜日

押花 第１水曜日 月1,000円

ハーブ 第２水曜日 月500円
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情 報 ひ ろ ば  

子
ど
も
と
大
人
の
井
戸
端
会
議

健
全
育
成
に
関
す
る
青
少
年
と
大
人

に
よ
る
座
談
会
と
、そ
れ
を
も
と
に
し
た

講
演
会
で
す
。
託
児
を
希
望
す
る
人
は
申

込
先
へ
。▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時

と
場
所
／
３
月
13
日（
土
）座
談
会
10
時

〜
11
時
・
講
演
会
11
時
〜
12
時
、新
南
陽

公
民
館
▼
講
師
／
三み

池い
け

孝こ
う

尚
し
ょ
う
さ
ん（
住

職
）▼
参
加
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、新
南
陽
総
合

支
所
女
性
青
少
年
室
1
61
―
３
０
３
９
、

5
64
―
０
５
０
５
、Ｅ
メ
ー
ルsi-chiiki@

ci

ty.shunan.yam
aguchi.jp

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
講
習
会

▼
対
象
・
定
員
／
ど
な
た
で
も
、40
人
▼

日
時
と
場
所
／
３
月
９
日（
火
）９
時
30

分
〜
、高
瀬
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ドb

▼

内
容
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
▼
参
加
料
／

無
料
▼
申
込
み
／
新
南
陽
体
育
館
内
市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
62
―
２
６
７
８

少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
指
導
者
講
座

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
20
日（
祝
）９
時

〜
12
時
30
分
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

▼
内
容
／
「
少
年
期
の
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
と

そ
の
予
防
」、「
夏
場
に
お
け
る
水
分
補
給

に
つ
い
て
」、「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」▼
受
講
料
／

無
料
▼
申
込
み
／
は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書

い
て
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―

４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーa

1
22
―
８
６
９

０
、5
22
―
８
８
１
６
、Ｅ
メ
ー
ルch

u
o-

ko@
city.shunan.yam

aguchi.jp

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

初
級
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
▼
日
時
／
３
月

16
日（
火
）〜
18
日（
木
）18
時
30
分
〜
21

時
30
分
▼
受
講
料
／
６
５
２
５
円
▼
締

切
／
３
月
11
日（
木
）

初
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
日
時
／
３
月
23

日（
火
）18
時
30
分
〜
21
時
30
分
▼
受
講

料
／
２
０
０
０
円
▼
締
切
／
３
月
16
日

（
火
）

初
級
Ｅ
メ
ー
ル
▼
日
時
／
３
月
24
日（
水
）

18
時
30
分
〜
21
時
30
分
▼
受
講
料
／
２

０
０
０
円
▼
締
切
／
３
月
16
日（
火
）

い
ず
れ
も
▼
定
員
／
10
人（
申
込
順
）▼

申
込
み
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1
92
―
０

２
０
０

市
民
文
化
教
室
生
徒

▼
期
間
／
４
月
〜
来
年
３
月
▼
教
室（
講

師
）と
日
時
／
▽
南
画（
山や
ま

本も
と

碩せ
き

田で
ん

さ
ん
）

第
２
・
４
水
曜
日
18
時
〜
20
時
、市
民
館

a

▽
日
本
画（
中な
か

村む
ら

恭
き
ょ
う

子こ

さ
ん
）第
１
・
３

金
曜
日
18
時
〜
20
時
、勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ーa

▼
定
員
／
各
20
人（
申
込
順
）▼
受

講
料
／
年
２
万
４
０
０
０
円
▼
申
込
み
／

３
月
15
日（
月
）ま
で
に
、往
復
は
が
き
で
、

希
望
教
室
名
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

（
返
信
に
自
分
の
宛
名
）を
書
い
て
、〒
７
４

５
―
０
０
０
４
毛
利
町
２
―
２
教
育
委
員

会
内
徳
山
文
化
協
会
事
務
局
1
22
―
８

６
２
２

ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
講
演
会

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
15
日（
月
）13
時

30
分
〜
15
時
30
分
、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
／
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
▼
講
師
／

高た
か

山や
ま

静し
ず

子こ

さ
ん（
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て

を
す
す
め
る
ひ
だ
ま
り
の
会
）▼
申
込

み
／
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
徳
山
支

部
1
22
―
８
１
８
１

子
育
て
グ
ル
ー
プ
学
習
会

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
」

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
０
〜
３
歳
児
・
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
▼
日
時
と
場
所
／
３

月
９
日（
火
）10
時
15
分
〜
11
時
、子
育
て

交
流
セ
ン
タ
ーa

▼
講
師
／
三
宅
ア
リ
ソ

ン
さ
ん（
英
語
講
師
）▼
問
合
せ
／
子
育
て

交
流
セ
ン
タ
ー
1
32
―
８
１
８
１

新
南
陽
団
体
卓
球
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
人
、新
南
陽
卓
球
協
会
登
録
者
▼
日

時
と
場
所
／
３
月
20
日（
祝
）９
時
〜
、新

南
陽
体
育
館
▼
種
目
／
一
般
男
子
・
女

子（
４
単
１
復
）、中
学
男
子
・
女
子（
４
単

１
復
）▼
参
加
料
／
一
般
２
０
０
０
円
、高

校
生
１
５
０
０
円
、中
学
生
１
０
０
０
円

▼
申
込
み
／
３
月
９
日（
火
）ま
で
に
、
7

新
南
陽
市
体
育
協
会
1
62
―
２
６
７
８

ス
ポ
ー
ツ
 

募集 向道湖マラソン
参加者

■資格 健康な人ならどなたでも

■日時と場所 ４月11日（日）受付８時

30分～９時20分、向道湖ふれあいの家A

※雨天決行

■参加費 一般2,000円、高校生1,000

円、中学生以下500円

■特別招待選手 五十嵐
い が ら し

範
のり

暁
あき

さん

（2003東京国際マラソン３位）

■申込み ３月25日（木）までに、&徳山

体育協会128―8311

県道県道 
徳山光線徳山光線 
県道 
徳山光線 

県道県道 
新南陽日原線新南陽日原線 
県道 
新南陽日原線 

向道湖 

原交差点 

須々万 

三田川 
交差点 

土井 
交差点 

須金 

向道湖 
ふれあいの家 

_
３月14日

_
日

_ 
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域

周
南
市
誕
生
記
念

市
域
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
人
▼
日
時
と
行

き
先
／
▽
Ａ
コ
ー
ス
…
３
月
24
日（
水
）大

潮
田
舎
の
店（
豆
腐
作
り
体
験
・
昼
食
）、

東
善
寺
や
す
ら
ぎ
の
里（
温
泉
入
浴
）▽
Ｂ

コ
ー
ス
…
３
月
25
日（
木
）永
源
山
公
園
、

和
田
農
産
物
加
工
所（
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

体
験
・
昼
食
）、湯
野
荘（
温
泉
入
浴
）▽
Ｃ

コ
ー
ス
…
３
月
26
日（
金
）回
天
基
地
、大

津
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
特
産
品
の
買
い

物
・
昼
食
）▼
定
員
／
各
40
人（
申
込
順
）

▼
参
加
費
／
１
５
０
０
円（
小
学
生
以
下

１
０
０
０
円
）
※
体
験
料
・
昼
食
代
込
み

▼
申
込
み
／
３
月
18
日（
木
）17
時
ま
で

に
、1
防
長
ト
ラ
ベ
ルa

1
31
―
１
２
４
１

▼
問
合
せ
／
企
画
調
整
課
1
22
―
８
４

７
８

ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

今
年
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

ハ
ー
プ
の
演
奏
会
で
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
３
月

７
日（
日
）13
時
30
分
〜

15
時
、新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
出

演
／
ス
タ
ジ
オ
ア
ル
パ
▼
入
場
料
／
無
料

▼
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
新
南
陽
総
合

出
張
所
生
涯
学
習
課
1
61
―
３
１
１
６

催
し
 

新
南
陽
公
民
館
「
や
よ
い
ま
つ
り
」

作
品
展
示
▼
日
時
と
場
所
／
３
月
13
日

（
土
）９
時
〜
17
時
・
14
日（
日
）９
時
〜
14

時
、新
南
陽
公
民
館

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼
日
時
と
場
所
／

３
月
14
日（
日
）
10
時
〜
14
時
30
分
、社

会
文
化
ホ
ー
ルb

※
抽
選
会
は
15
時
頃

イ
ベ
ン
ト
な
ど
▼
日
時
と
場
所
／
３
月
14

日（
日
）
10
時
〜
14
時
、新
南
陽
公
民
館

周
辺
▼
内
容
／
バ
ザ
ー
、消
防
は
し
ご
車
・

シ
ュ
ー
タ
ー
体
験
な
ど

問
合
せ

新
南
陽
公
民
館
内
や
よ
い
ま
つ

り
実
行
委
員
会
1
63
―
１
１
８
８

周
南
市
ふ
れ
あ
い
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、高
齢
者
・

障
害
児
・
者
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
体

と
な
り
、コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。▼
日

時
と
場
所
／
３
月
20
日（
祝
）10
時
〜
12

時
30
分
、サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
入
場
料
／

無
料
▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
1
92
―
０
０
１
２

さ
く
ら
街
道
祭

▼
日
時
と
場
所
／
４

月
４
日（
日
）９
時
30

分
〜
15
時
、
美
術
博

物
館
東
側
駐
車
場a

▼
内
容
／
バ
ザ
ー
、ち

ん
ど
ん
シ
ョ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
▼
区

画
・
出
店
料
／
３
・
３
g
１
０
０
０
円
、20

区
画（
申
込
順
）▼
申
込
み
／
中
央
地
区

公
民
館a

1
22
―
８
８
７
５

講座
勤労青少年ホームの教養講座

■対象 市内に在住、通勤する

15歳～30歳未満の人で、休まず

受講でき、勤労青少年ホームの行

事にも積極的に参加できる人※

「パソコン入門」はパソコンを持参

できる人

■期間 ４月～来年２月の18時

30分～20時30分

■受講料 材料代など実費

■ホーム利用年会費 ◇徳山

2,000円◇新南陽1,000円（サー

クル1,500円）

■申込みに必要な物 健康保険

証・社員証など、市内に在住・通勤

していることを証明できる物

■申込み 各勤労青少年ホーム

へ。ただし１人１講座。※自主サー

クルの申し込みは３月12日（金）か

ら受け付け（軽運動室、音楽室、講

義室などを使って活動できるサーク

ルに限る）。

徳山勤労青少年ホーム…３月９日

（火）18時から、122―8720※

土・日曜日、祝日を除く

新南陽勤労青少年ホーム…３月９

日（火）から163

―5533※月曜

日・祝日を除く

■徳山勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員

華道（池坊） 第１～４月曜日20人

茶道（裏千家） 第１～４火曜日20人

手編み 第１・３水曜日 15人

パソコン入門 第２・４木曜日 10人

料理Ａ 第２・４火曜日 20人

料理Ｂ 第２・４水曜日 20人

料理Ｃ 第２・４木曜日 20人

パン教室 第２・４金曜日 16人

陶芸（初心者） 第１・３火曜日 15人

陶芸（経験者） 第１・３水曜日 20人

英会話（初心者）第１～４水曜日15人

英会話（中上級）第１～４火曜日20人

実用書道 第１・３木曜日 20人

フラワーアレンジメント 第２・４木曜日 15人

ジャザサイズ 第２・４月曜日 20人

■新南陽勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員

実用書道 第１～３火曜日10人

パン・お菓子づくり 第１・３火曜日 12人

料理 第２・４火曜日 12人

お魚料理 第２・４木曜日 12人

手芸 毎週水曜日 15人

着物の着付け（初級）第２・４木曜日 6人

着物の着付け（中級）第１・３木曜日 6人

フラワーデザイン 第３木曜日 15人
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ん 
い 

ふ 
ぉ 
め 
い 
し 
ょ 
ん 

■映画「ジョンQ」上映会とトークの集い
病院が舞台の映画の上映と、医療制度を

考える講演会です。※入場無料で先着順
［日時・場所］３月７日（日）開場12時30分、文
化会館A
［講師］小

お

川
がわ

直
なお

人
と

さん（新聞社編集委員）
［問合せ］徳山医師会121―2995

■市民講演会「がん診療は今」
［日時・場所］３月13日（土）16時30分～、ホ
テルサンルート徳山
［講師］海

え

老
び

原
はら

敏
さとし

さん（医師）
［申込み］徳山薬剤師会139―1105

■骨髄バンクドナー集団登録会
［日時・場所］３月14日（日）10時～15時、下
松市保健センター
［問合せ］県周南健康福祉センターA131―
6394

■市民近郷川柳大会
［日時・場所］３月28日（日）10時～16時（出
句締切11時30分）、新南陽ふれあいセンター
［課題］のんびり、ビタミン、勇気、悔いる、参る、
知恵、翼（特別課題）
［参加料］2,000円（大会誌・昼食代を含む）
［問合せ］富田番茶川柳会B近藤さん162―
2394

■スクエアダンス初心者募集
リズムに合わせて歩くだけで、ゲーム感覚で
楽しめるダンスです。
［日時・場所］毎週水曜日19時～21時、中央
地区公民館A
［受講料］６か月2,200円（テキスト代含む）
［申込み］河村さんA188―0026

■徳山かるた会会員募集
［対象］百人一首かるたに興味がある人ならど
なたでも
［日時・場所］毎月第３金曜日13時～15時、
徳山社会福祉センター
［問合せ］深見さんA125―2681

■国際交流サークルのメンバー募集
高校生による国際交流サークル「SHUNA

N PEACE ACADEMY」では会員を募集し
ています。周南地域在住で国際交流に興味
がある人なら年齢は問いません。
［申込み］電話かＥメールで、徳山高校 藤村さ
ん（地歴部）121―0099、Ｅメールs_p_a
2004@hotmail.com

■留学生による中国語個別講座
［対象］中国語入門者～上級者
［開催日］土・日曜日の昼間、月曜日の夜間
［場所］市民館A、周陽公民館A
［受講料］１回50分1,600円
［申込み］日中友好協会A1・528―0406

個
展
・
グ
ル
ー
プ
展「
南な
ん

美び

会か
い

福
川
支
部
」

絵
画
展
▼
期
日
／
３
月
４
日（
木
）〜
14

日（
日
）

林
忠
彦
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
展
「
日
本

の
家
元
」
▼
期
日
／
３
月
５
日（
金
）〜

21
日（
日
）

フ
ォ
ト
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集
▼
日
時
／

３
月
20
日（
祝
）９
時
〜
15
時
▼
講
師
／

テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
さ
ん
▼
参
加
費
／
３
０

０
０
円
▼
問
合
せ
／
美
術
博
物
館

徳
山
フ
ォ
ト
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
▼
期
日
と

場
所
／
３
月
12
日（
金
）〜
21
日（
日
）、徳

山
中
心
市
街
地

と
し
ょ
か
ん
お
話
し
会
▼
対
象
／
幼
児
〜

児
童
▼
日
時
／
３
月
13
日（
土
）10
時
〜

11
時
▼
内
容
／
大
型
絵
本
な
ど

く
ん
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼
児

〜
児
童
▼
日
時
／
３
月
25
日（
木
）15
時

〜
16
時
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
、手
遊
び
な
ど

よ
み
き
か
せ
の
会
▼
対
象
／
幼
児
〜
児

童
▼
日
時
／
３
月
13
日（
土
）10
時
30
分

〜
11
時
30
分
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

お
は
な
し
会
▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼

日
時
／
３
月
13
日（
土
）10
時
〜
10
時
30

分
▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、手
遊

び
、紙
芝
居

●
一
般
競
走
／
３
月
３
日（
水
）〜
７
日

（
日
）●
女
子
王
座
決
定
戦
場
外
発
売
／

３
月
３
日（
水
）〜
７
日（
日
）●
新
鋭
リ

ー
グ
第
２
戦
／
３
月
16
日（
火
）〜
21
日

（
日
）●
Ｓ
Ｇ
総
理
大
臣
杯
場
外
発
売
／

３
月
25
日（
木
）〜
28
日（
日
）

3
月
の
ワ
ン
ワ
ン
銀
行

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
21
日（
日
）９
時

〜
12
時（
持
ち
込
み
は
９
時
〜
10
時
）、大

迫
田
墓
地
前a

※
雨
天
延
期
▼
問
合

せ
／
環
境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
２

3
月
の
献
血
日
程

●
１
日（
月
）立
正
佼
成
会
徳
山
教
会
11

時
30
分
〜
13
時
、徳
山
病
院
14
時
30
分

〜
16
時
●
３
日（
水
）
1
イ
ズ
ミ
新
南
陽

店
10
時
〜
16
時
●
17
日（
水
）1
イ
ン
フ
ォ

コ
ム
西
日
本
前（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
徳
山
支
店
前
）

９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
30
分
〜
16
時
●

20
日（
祝
）銀
座
通
りa

（
桜
祭
り
会
場
）

10
時
30
分
〜
16
時
30
分
●
23
日（
火
）湯

野
支
所a

９
時
30
分
〜
11
時
、湯
野
温
泉

病
院a

13
時
〜
14
時
、湯
野
生
和
会
病

院a

15
時
〜
16
時
30
分
●
25
日（
木
）鹿

野
総
合
支
所
９
時
30
分
〜
12
時
、鹿
野
博

愛
病
院
14
時
〜
16
時
▼
問
合
せ
／
社
会

課
1
22
―
８
４
６
５

3
月
の
納
付

●
国
民
健
康
保
険
料
10
期
／
保
険
年
金

課
1
22
―
８
３
１
２
●
介
護
保
険
料
10

期
／
1
22
―
８
４
６
７

徳
山
競
艇
場
（
レ
ー
ス
案
内
）

1
32
｜
０
０
０
０

郷
土
美
術
資
料
館b

尾
崎
正
章
記
念
館
1
62
｜
３
１
１
９

美
術
博
物
館a

1
22
｜
８
８
８
０

中
央
図
書
館a

1
22
｜
８
６
８
３

新
南
陽
図
書
館

1
62
｜
１
１
５
０

熊
毛
図
書
館

1
92
｜
０
１
７
９

鹿
野
図
書
館

1
68
｜
４
１
４
１



栄
養
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
３
月
８
日（
月
）９
時

30
分
〜
11
時
30
分
、徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
物
／
健
康
診
査
受
診
結
果
、健

康
手
帳
▼
問
合
せ
／
本
庁
健
康
増
進
課

1
22
―
８
５
５
３

済
ん
で
い
ま
す
か
？

子
ど
も
の
予
防
接
種

予
防
接
種
は
、
病
気
を
予
防
す
る
た

め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
４
月
か
ら
の
入

園
や
入
学
に
備
え
、ま
だ
済
ん
で
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
れ
ば
、早
め
に
受
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の

予
防
接
種
に

は
次
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

詳

し
く
は
、本
庁

健
康
増
進
課
1
22
―
８
５
５
３
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健
康
し
ん
な
ん
よ
う
21

楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

目
標
を
持
っ
て
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
す
る
人
を
応
援

す
る
教
室
で
す
。ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
や
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

を
行
い
な
が
ら
、４
つ
の

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。（
１
回
の
み
の
参
加

も
可
）▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
、50
人
▼
期

日
と
場
所
／
●
４
月
９
日（
金
）新
南
陽

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
発
着
で
若
山
城
跡
を

回
る
６
・
５
d
コ
ー
ス
●
４
月
30
日（
金
）

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
発
着
で
川
崎
観
音

と
永
源
山
公
園
を
回
る
６
d
コ
ー
ス
●

５
月
21
日（
金
）新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
発
着
で
長
田
海
岸
を
回
る
６
・
８
d
コ

ー
ス
●
７
月
23
日（
金
）和
田
公
民
館
発

着
で
高
瀬
峡
を
回
る
７
・
４
d
コ
ー
ス

※
雨
天
時
は
室
内
▼
時
間
／
10
時
〜
13

時
▼
講
師
／
中な

か

原は
ら

理さ
と

子こ

さ
ん（
健
康
運
動

指
導
士
）▼
持
参
物
／
弁
当
、お
茶
、万
歩

計
、レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、筆
記
用
具
▼
申
込

み
／
４
月
７
日（
水
）ま
で
に
、新
南
陽
総

合
支
所
健
康
増
進
課
1
61
―
３
０
９
１

3
月
3
日
は「
耳
の
日
」で
す

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、た
く

さ
ん
の
音
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
あ
ふ
れ
る
音
の
中
に
は
、聞
く
と

気
持
ち
が
安
ら
ぐ
心
地
よ
い
音
も

あ
り
ま
す
が
、最
近
で
は
、携
帯
電

話
の
音
や
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、テ
レ

ビ
の
大
音
量
な
ど
、思
わ
ず
耳
を
ふ

さ
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
騒
音
、雑
音

が
増
え
、ス
ト
レ
ス
の
一
因
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
、疲
れ
ぎ
み
の
耳
を
休
ま

せ
、耳
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
の

が
、３
月
３
日
の
「
耳
の
日
」
で
す
。

日
ご
ろ
の
騒
が
し
さ
か
ら
離
れ
、耳

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、耳
の
健
康
の
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
が
け
、定
期
的
に
耳
掃
除

を
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

周南市休日夜間急病診療所

周南市休日歯科診療所

熊毛地域在宅休日当番医

■診療科目 内科、小児科、外科
■診療時間 休日９時～17時・19時～22時

平日夜間 19時～22時
※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 慶万町10―9 A 1 32―2299

■診療科目 歯科
■診療時間 10時～12時、13時～15時

※受付はいずれも終了時間30分前まで

■所在地 今宿町3―55 A 1 32―1717

●休日当番医テレホンサービス 1 92ー0029
※診療時間は9時～17時　

●いずれも事前に、電話で確認してください。
●保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。

当番医 電話番号

7日（日）松村医院（本町） 91－0303

14日（日）松本医院（大江） 91－6020

20日（祝）小川クリニック（勝間原） 91－5777

21日（日）熊北診療所（高代） 91－0100

28日（日）ふじわら医院（大河内） 91－7100

子どもの予防接種
□ポリオ（急性灰白髄炎）
◆接種回数／２回◆対象年齢／

生後３か月～７歳６か月未満

□三種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風）
◆接種回数／４回◆対象年齢／

生後３か月～７歳６か月未満

□日本脳炎
◆接種回数／３回◆対象年齢／

生後６か月～７歳６か月未満

□麻しん（はしか）
◆接種回数／１回◆対象年齢／

生後12か月～７歳６か月未満

□風しん
◆接種回数／１回◆対象年齢／

生後12か月～７歳６か月未満

□ツベルクリン反応・ＢＣＧ
◆接種回数／１回◆対象年齢／４

歳未満



18

3月の保健のお知らせなど

徳山地域新南陽地域
本庁健康増進課　10834―22―8553
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

１日（月） 9：30～11：30 鼓南支所
2日（火） 9：30～11：30 戸田支所
２日（火） 13：30～14：30 長穂支所

○ 3日（水） 9：30～11：30 湯野支所
3日（水） 13：30～14：30 向道支所
4日（木） 9：30～11：30 櫛浜支所
4日（木） 13：30～15：00 須々万支所

○ 8日（月） 9：30～11：30 徳山保健センター
8日（月） 9：30～11：30 粭島公民館
9日（火） 13：30～14：30 大向公民館
15日（月） 9：30～11：30 周陽公民館
15日（月） 10：30～12：00 須金支所
17日（水） 13：30～14：30 中須支所
18日（木） 9：30～11：30 久米東福祉館

○ 23日（火） 9：30～11：30 菊川支所

■育児相談
保健師による乳幼児の相談、身体計測など
○ １日（月） 9：30～11：00 秋月公民館

1日（月） 9：30～11：00 湯野支所
○ 9日（火） 9：30～11：00 徳山保健センター

（7か月児まで）
10日（水） 9：30～11：00 菊川支所
16日（火） 9：30～11：00 櫛浜コミュニティーセンター
16日（火） 13：30～15：00 中須公民館

◎19日（金） 9：30～11：00 戸田支所
○ 23日（火） 9：30～11：00 久米東福祉館

■3歳児健康診査 ※少量の尿を持参
11日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター
25日（木） 12：40～13：30 徳山保健センター

■健康づくり相談会
健診結果を健康づくりに生かしていただくための相談
会。血糖値が気になる人は、ご相談ください。予約制。

22日（月） 9：30～11：00 徳山保健センター
◆内容／保健師、栄
養士によるアドバイス
◆持参物／健康診
査受診結果、健康手
帳◆申込み／電話で
健康増進課

新南陽総合支所健康増進課　10834―61―3091
○は栄養相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイス、血圧測定など

3日（水） 9：30～10：00 馬神集会所
4日（木） 9：30～10：30 巣山の山田さん宅
8日（月） 9：30～10：30 大谷集会所
10日（水） 9：30～10：30 矢地峠集会所
12日（金） 9：30～10：30 西広沢集会所
15日（月） 9：30～10：00 田戸集会所
17日（水） 9：30～10：00 神楽伝承館
17日（水） 10：00～10：30 老人憩いの家
18日（木） 9：30～10：00 和田集会所
22日（月） 9：30～10：30 車木集会所
23日（火） 13：30～14：30 川崎会館
25日（木） 9：30～10：00 高瀬集会所

■7の日健康相談
5日（金） 10：00～10：50 福川会館
5日（金） 11：00～11：50 ゆめタウン新南陽店

■お年寄りの健康相談
4日（木） 13：00～14：00 嶽山荘
19日（金） 13：00～14：00 嶽山荘

■育児相談
2日（火） 13：30～14：30 新南陽ふれあいセンター

○ 3日（水） 13：30～14：30 新南陽保健センター
9日（火） 10：30～11：30 とんとん会館
10日（水） 10：30～11：30 ほのぼの会館
26日（金） 10：00～11：00 にこにこセンター

■3歳児健康診査
24日（水） 12：40～13：20 新南陽保健センター

◆対象／平成13年1・2月生まれの幼児と、これまでに健
康診査を受けていない幼児◆持参物／健診票、視力・
聴力アンケート用紙（対象者に事前に送付）、少量の尿、
母子健康手帳

■ままぱぱ学級
初めて母親、父親になる人のための学級。５回シリーズ。
◆時間／9時30分～12時※8日は13時30分～15時30分
◆場所／新南陽保健センター◆内容／4月8日（木）歯
科健康診査と講話、15日（木）妊娠中の栄養と調理実習、
17日（土）赤ちゃんのもく浴［夫婦でどうぞ］、22日（木）助
産師の講話、30日（金）妊娠中の過ごし方◆実習材料
費／500円◆持参物／母子健康手帳、8日は歯ブラシ◆
申込み／電話で健康増進課
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田
た

中
なか

愛
あい

菜
な

ちゃん

1歳2か月

ハ
ー
イ
！

愛
菜
で
す

毎
日
元
気
に
遊
ん
で
ま
す

鹿野地域 熊毛地域
熊毛総合支所健康福祉課　10833―92―0013
○は栄養相談、◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
保健師による血圧測定、健康相談

10日（水） 9：30～00：00 松舟集会所
19日（金） 10：00～00：00 筏場集会所
19日（金） 11：00～00：00 JA三丘支所

■栄養士による栄養相談
○ 5日（金） 9：30～12：00 熊毛総合支所

■「すみれの会」（物忘れなどがある人のリハビリ教室）
10日、17日、24日、31日。いずれも水曜日で13：30～15：
30。会場は高水ふれあいセンター（24日のみ熊毛公民館）

■でんでん虫の会（痴ほう性老人を抱える介護者の集い）
10日（水） 13：30～15：20 高水ふれあいセンター

■健康教室（健康についての話と座談会）
4日（木） 13：30～00：00 上河内集会所

■健康寺子屋（生活習慣を見直す健康づくり講座）
ヘルシーでおいしい料理を作りましょう
○ 12日（金） 9：30～13：30 三丘徳修館
○ 25日（木） 9：30～13：30 勝間ふれあいセンター
◆持参物／エプロン、米0.5合◆申込み／電話で健康福
祉課

■「糖尿病教室」公開講座
11日（木） 13：00～14：00 勝間ふれあいセンター

◆内容／医師が話す糖尿病の食事◆講師／藤
ふじ

井
い

一
かず

利
とし

さん（医師）◆申込み／電話で健康福祉課

■マタニティサークル（妊婦を対象にした母親学級）
◆内容／「ママのココロ得」いきいきと子育てをするため
の、保育士からのワンポイントアドバイス

23日（火） 9：30～11：30 熊毛母子健康センター

■子育てHOT2講座（子育て中の人を対象にした講座）
16日（火） 10：30～11：30 サンウイング熊毛

◆内容／親子ふれあい体操◆講師／衣
きぬ

川
がわ

信
しん

吾
ご

さん
（健康運動実践指導者）

■2歳児教室「わくわく広場」
○◎18日（木）受付10：00～10：15 熊毛公民館
◆対象／平成14年
1月～3月生まれ（案
内はがきを送付）◆
内容／絵本の読み
聞かせや虫歯予防
の話など

鹿野総合支所健康福祉課　10834―68―2332
◎は歯科相談を併せて実施

■健康相談
生活習慣病予防のアドバイスや血圧測定、尿検査など

16日（火） 13：00～15：30 鹿野高齢者生産活動センター

■栄養相談
栄養士が生活習慣病予防のための食生活をアドバイス

15日（月） 10：00～15：00 鹿野母子健康センター
◆申込み／電話で健康福祉課（予約制）

■リハビリ教室
心身機能の低下を予防するための機能回復訓練

5日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘
12日（金） 10：30～12：30 やまなみ荘

■なでしこの会（痴ほう性高齢者家族の集い）
11日（木） 10：00～12：00 やまなみ荘

■憩いの広場（こころの病をもつ人の憩いの場）
4日（木） 10：00～14：00 鹿野母子健康センター
18日（木） 10：00～14：00 鹿野母子健康センター

■乳幼児相談・おっぱい相談
保健師による育児相談と、助産師による母乳の相談
◎ 9日（火） 10：00～12：00 鹿野母子健康センター

■離乳食教室
2日（火） 10：00～13：00 鹿野母子健康センター

◆対象／1歳までの乳幼児とその保護者◆内容／栄養
士によるお話と調理実習◆申込み／電話で健康福祉課
※託児があります

■すくすくくらぶ
遊びやおしゃべりを通じて、子どもとお母さんの友達づくり

12日（金）子育て相談サロン こどもすくすくセンター
17日（水）子育てサロン000 鹿野保育園
23日（火）お友達づくり00 鹿野母子健康センター

内容／お楽しみ会
※時間はいずれも10：00～11：30

このコーナでは、おおむね３歳ま
での子どもの、元気な笑顔を紹介
しています。

キャベツ
これから春を中心に出回る春系キャベツは、内部まで緑黄色を帯びてみ
ずみずしく、生食用として味は最高です。キャベツは、栄養素ではビタミン
Ｃを含み、胃や腸を元気にする働きがあります。

季節の野菜
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昨年４月、周南市は新市発足の追い

風となる国の構造改革特別区域法に基

づく「環境対応型コンビナート特区」の認

定を受けました。これにより、周南地域の

コンビナート企業間で自家発電電力の

相互融通が可能になり、地場企業の国

際競争力の強化や地域経済の活性化が期待されています。

私は、この電力の融通が公共施設にも適用できるよう、構造改

革特区検討協議会にご検討をお願いをしたところ、この３月から

1トクヤマから中央浄化センターへの電力供給が実現しました。

地球の温暖化対策は待ったなしですが、周南地域ではペット

ボトルの完全再生やゴミ焼却灰のセメント原料化など大規模なリ

サイクル事業が展開されていて、素材型産業が集中する本市

の特長を生かした資源循環型産業の集積は頼もしい限りです。

本市は先般、「周南市地域省エネルギービジョン」を策定し、

今後、行動計画を実践していきますが、地球環境を守るのは私

たち一人ひとりです。身近なところからご協力をお願いします。

ふるさとの特産品への理解を深めようと、3年に1度開催され

ている和田中学校の和田丸太磨き体験学習が、1月28日、ウ

ッディハウス和田の里で行われました。参加した1・2年生24人

は、周南森林組合長の松
まつ

田
だ

富
とみ

雄
お

さんから和田丸太の歴史や

水源としての林業の意義などを教わった後で、表皮がむかれた

丸太を、水洗いしながら丁寧に磨く工程を体験しました。

「周南の歴史（湯野温泉編）」（3月1日～15日）
CCS（4チャンネル）毎日6時・15時・22時／Kビジョン（11チャン
ネル）毎日9時30分・14時30分・21時30分／岐北テレビでもご
覧になれます。

【人口】158,020人（前月比－93）
【 男 】 76,012人（前月比－51）
【 女 】 82,008人（前月比－42）
【世帯】 65,047世帯（前月比－24）

●出生120人 ●死亡149人
●転入286人 ●転出350人

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

（平成16年2月1日現在）

お便り
近く、引っ越しをするのですが、冷蔵庫と洋

服ダンスはごみの日に出せるのですか？

（41歳　女性）

エアコン、テレビ、電気冷蔵庫、電気冷

凍庫（４月から追加）、洗濯機は、家電リサ

イクル法の対象品目になっているため、そ

れを購入した、または同じ製品を新たに購

入しようとしている家電小売店に、引き取

りを依頼することになります。その際には

小売店の「収集・運搬料金」と合わせてメ

ーカーの「リサイクル料金」を負担するこ

とになります。

洋服ダンスなどの粗大ごみは、処理施

設に自己搬入するか、市に粗大ごみの引

き取り依頼をしていただくことになります

（いずれも有料）。

粗大ごみを搬入できる処理施設や市で

の引き取り方法は、各地域で取り扱いが異

なるので、事前にお問い合わせください。

■問合せ 本庁廃棄物リサイクル課

10834―22―8303、新南陽総合支所環境

対策課10834―61―3049、熊毛総合支所

市民生活課10833―92―0036、鹿野総

合支所市民生活課10834―68―2333

「お便り」のコーナーや、「みんなの広場」、「うちのピ

カリ」への、皆さんの参加をお待ちしています。

［発行日］毎月1日・15日

［編　集］周南市広報広聴課

〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1

10834ー22ー8232  50834ー22ー8224 

［印　刷］（株）ふじたプリント社

［周南市ホームページ］
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

［Eメール］
広報広聴課 info@city.shunan.yamaguchi.jp
その他の課 ホームページのトップ「主な公共施設」から
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